
▲狙いを定め、一転集中

　４月 28 日、市弓道場で、第 49 回田川市長杯争奪弓道大
会が行われ、市内外から約 180 人が参加しました。
　この日は、市花のツツジが美しく咲き誇る中、田川市弓道
連盟の加

かしょう

生末
す え お

男会長による矢
やわたし

渡で大会が開幕。選手たちは、
力強く弦を引き絞り、次々に的を射抜きました。矢が風を切
る音や的を射ぬく音が会場に響き渡り、静かで熱い戦いが繰
り広げられました。
　大会結果は、団体優勝は田川弓友会Ｅ、一般女子の部では
榊
さかきばら

原三
み さ と

里さん（行橋Ｂ）が優勝。一般男子の部で優勝を飾
った原

はらぐち

口勝
かつとし

利さん（田川Ｅ）は、本大会の総合優勝にも輝く
という快挙でした。

渾
こんし ん

身の矢が風を切る

第48回田川市長杯争奪弓道大会

人権コラム： 差別なんかしていない！？
～何気ない一言で誰かを傷つけていませんか～

Vol.５
●問い合わせ
　人権・同和対策課（☎85-7133）

　「差別をしたことがありますか」または「差別をされたことがありますか」と質問されたら、
みなさんはどう答えますか。多くの人が「そのような経験はない」と答えるかもしれません。
しかし、自分は差別などしない、されたこともないという人でも、冗談のつもりで言った
言葉で誰かを傷つけたり、傷ついたりしたことがあるのではないでしょうか。
　例えば、物忘れをした人に「認知症になったのか」と冗談で言ったり、誰かが言っている
場面に出会ったりしたことはありませんか。何気ない談笑に思えますが、認知症で悩んで
いる人やその家族が聞いたら「差別された」「笑いのネタにされた」と感じ、傷つくかもしれ
ません。
　「傷つく人がいるかもしれない」。当事者の立場に立った想像力が大切です。たったひと
言であなたやあなたの大切な人の心を砕いてしまうほど、言葉の力は大きいのです。「大
げさだ」と笑うのではなく、一度立ち止まって考え、言葉を選ぶことを心がけましょう。

　今回のコラムでは、ドイツ人の夏休みの過ご
し方を紹介します。
　ドイツでは 1 年間に最低でも24日間の休暇
が義務付けられていることを知っていますか。
しかも、この日数は、土日と祝日が除かれてい
ます。2018年に行われた調査によると、ドイツ
人は１年間に平均29日間の休みを取るという結
果が出ています。
　１年間の中で、まとまった休暇を取るのは夏
休みです。多くのドイツ人は、家族と２週間ほ
どの旅行に出かけます。人気の旅先は、ドイツ
国内のほか、イタリア、スペインなど。特にス
ペインのマヨルカ島は「ドイツ人のハワイ」と
言われるほど人気があります。
　また、ドイツ人は旅をするとき、機能的な服

ドイツからやってきた国際交流員（CIR）の
アネマリー・グンツェルさんが、ドイツの文
化や田川での生活などを紹介します。

を好みます。例えば、フランス・パリにあるエ
ッフェル塔のエレベーター内で、ハイキングブ
ーツを履いている人がいたら、その人はドイツ
人の可能性が高いでしょう。靴に関してもうひ
とつ。一般的にはあまり見かけない「サンダル
に靴下」というスタイルを好むドイツ人が多く、
ファッション面よりも靴擦れ防止や歩きやすさ
などの機能性を重視していることがわかります。
みなさん、夏休みの旅先は決ま
っていますか？ファッション性
を重視するのもいいですが、機
能性を重視した服装で過ごし
てみるのはいかがですか。

旅するドイツ人

アネマリーさんのブログ公開中！
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